
成29 5月26日 

院 長  倫理委員会  事務部長  総務課長   

      委員長    

 

 

成 度 第2回 倫 理 委 員 会 議 事 録 
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出席者 秋葉診療部長 小池副院長 藤 局長 消 器 ンタ 長 加藤脳神経外科部長
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鹿渡事務部長 服部総務課長 石山薬剤科製剤主任 

 

席者 し 

 

議事要旨  

付番号29-5 

課題 症例 録 ス 用い 腹腔鏡 肝 除術 安全性 関 検討〜前向 多施設共

研究〜  

 

1  研究 目的等 財津 長 説明 

目的 症例 録 ス 用い 腹腔鏡 肝 除術 安全性 多施設共 研究 評価

 

対象 研究協力施設 い 施行予定 あ 腹腔鏡 肝 除術 全症例 対象 評価  

方法 術中出血量 開腹移行率 主要評価項目 し 手術時間 術後在院日数 術後合併症

生率 副 評価項目 し 評価  

実施場所 KKR 幌 療 ンタ  

実施時期 倫理審査 成32 3月31日ま  

 審査希望理 安全性 確認 多施設共 研究 臨床試験 あ IRB 承認 し 腹

腔鏡肝 除術 現在行え い  

 

2 委員 質疑応答及び協議内容 

腹腔鏡 け 肝 除 ッ ッ い 説明願い い 秋葉診療部長  

肝 除術 場合 開腹 腹腔鏡 問わ 出血 起こ 術式 違い ッ

い 基 的 除 域 広いほ スク 肝硬変 状態 出血 起

や く 財津 長  

開腹移行率 何 指 相馬氏  

腹腔鏡 手術 途中 従来 開腹術 移行し 割合 開腹移行率 安全性 指標

得 財津 長  

 

協議結果 29-5 い 特 問題 無い 承認  

 

 



付番号29-6 

課題 子標的治療 け 非小細胞肺 患者 皮膚障害 生活行動困難及びQOL 関

連  

1  研究 目的等 山憲吾氏 海道大学大学院保健科学研究院 助教 説明 

目的 研究 子標的治療薬 あ 皮成長因子 容体チロ ンキナ 阻害剤 以

EGFR-TKI 治療 け 非小細胞肺 患者 抱え 皮膚障害 日常生活困難及

びQOL 関連 明 こ あ 患者 皮膚障害 現 重症度 把握し

日常生活 困難やQOL 関連 析 こ 患者 生活 質 維持 向 さ

必要 看護 い 検討 こ 目的  

対象 EGFR-TKI 治療 肺 患者30 程度 し 条件 満 者

1 20歳以 認知機能 問題 く 意思疎通 図 こ 2 EGFR-TKI

治療 原因 以外 皮膚疾患や皮膚障害 いこ 対象者 担

当部署 主治 看護師 協力 得 選定し い く  

方法 EGFR-TKI治療 開始前 開始後1 月 3 月 6 月 12 月 5時点 タ収集

行う し 皮膚障害 関 タ収集 い 治療開始後 4回 調査

調査内容 1 診療録 基 属性 学的 タ 皮膚障害評価 治療内容

治療期間 Performance States 2 観察 タ し 皮膚症状 3 質問紙調査

QOL尺度 FACT-L 抑う 不安尺度 ャ ポ 尺度 研究者 作

成し 日常生活困難度 関 調査 行う 析 統計学的 析 進 いく  

実施場所 KKR 幌 療 ンタ  

実施時期 倫理審査委員会 承認後 1 間 追跡調査 研究実施期間 承認後

2019 3月31日ま  

 審査希望理 肺 対 積極的 治療 行 い 施設 あ こ 量的研究 予定

し い 複数施設 対象者 必要 し い  

 

2  委員 質疑応答及び協議内容 

何施設 対象 く い 症例数 予定し い 石井教授  

０～ ０ 施設 対象 し 全体 ５０症例 検討し い 山助教  

調査用紙 回答者 照合 う 小池副院長  

個人 特定 い う 通し番号 振 い 考え い 山助教  

 

協議結果 29-6 い 特 問題 無い 承認  

 

 

付番号29-7 

課題 緩和エキスパ ナ ス 実施 安全性 安楽性 考慮し 看護援助 け

思考過程－終 期 患者 対 日常生活援助 焦点 あ －  

1  研究 目的等 木村恵美子氏 幌 科大学大学院保険 療学研究科看護学専攻 大学院

生 説明 

目的 現 重症度 把握し 日常生活 困難やQOL 関連 析 こ 患者

生活 質 維持 向 さ 必要 看護 い 検討 こ 目的  

対象 EGFR-TKI 治療 肺 患者30 程度 し 条件 満 者

1 20歳以 認知機能 問題 く 意思疎通 図 こ 2 EGFR-TKI

治療 原因 以外 皮膚疾患や皮膚障害 いこ 対象者 担

当部署 主治 看護師 協力 得 選定し い く  



方法 EGFR-TKI治療 開始前 開始後1 月 3 月 6 月 12 月 5時点 タ収集

行う し 皮膚障害 関 タ収集 い 治療開始後 4回 調査

調査内容 1 診療録 基 属性 学的 タ 皮膚障害評価 治療内容

治療期間 Performance States 2 観察 タ し 皮膚症状 3 質問紙調査

QOL尺度 FACT-L 抑う 不安尺度 ャ ポ 尺度 研究者 作

成し 日常生活困難度 関 調査 行う 析 統計学的 析 進 いく  

実施場所 KKR 幌 療 ンタ  

実施時期 倫理審査委員会 承認後 1 間 追跡調査 研究実施期間 承認後

2019 3月31日ま  

 審査希望理 肺 対 積極的 治療 行 い 施設 あ こ 量的研究 予定

し い 複数施設 対象者 必要 し い  

 

2  委員 質疑応答及び協議内容 

課題 思考過程 あ う 評価 石井教授  

緩和ケア エキスパ ナ ス 対し 安全性 安楽性 考慮し 看護援助 実施 ま

思考過程 面接 聴 し 質的 記述的 イン 用い 析 行う 木村氏  

エキスパ ナ ス 既 一定 共通理解 あ 思う さ そ 先 思考過程 探

いうこ 石井教授  

新人 異 ベ ン ほ 言語 難しい 研究結果 あ 面接

法 観察法 用い 言語 し い 考え い 木村氏  

思考過程 い 評価 う 数値 加藤脳神経外科部長  

数値 評価 行わ 質的研究 し エキスパ ナ ス う 考え 行動し

い 言語 こ 課題 し い 木村氏  

 

協議結果 29-7 い 特 問題 無い 承認  

 

 

以  

 

 

※ 回 成29 6月22日 木.  

17 30 第1～3会議室 行う  


